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３
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
46
号
「
三
原
市
職
員
の

退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
地
方
公
務
員
法
及

び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
職
員
の
退
職
管

理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
条
例
制
定
の
趣
旨
は
。

答
こ
の
条
例
案
は
、
三
原

市
職
員
と
し
て
退
職
し
た
者

が
、
民
間
企
業
、
非
営
利
活

動
法
人
、
ま
た
は
法
人
格
を

持
た
な
い
団
体
等
に
報
酬
を

得
て
再
就
職
し
た
場
合
、
そ

の
再
就
職
情
報
の
届
出
を
義

務
付
け
る
こ
と
、
及
び
三
原

市
の
職
に
就
い
て
い
た
と
き

の
職
務
に
関
す
る
現
職
職
員

へ
の
働
き
か
け
行
為
を
規
制

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

元
職
員
は
、
離
職
後
で

あ
っ
て
も
現
職
職
員
に
対

し
、
在
職
時
の
地
位
に
応
じ

て
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
公
務
の
公
正
、
住

民
か
ら
の
信
頼
を
担
保
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

議
第
48
号
「
三
原
市
人
事
行

政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
地
方
公
務
員
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
公
表
す

る
事
項
を
改
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
公
表
の
方
法
は
。

答
教
育
長
、
市
議
会
議
長

等
の
任
命
権
者
は
、
人
事
行

政
の
運
営
の
状
況
に
関
し
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事

項
に
つ
い
て
、
市
長
に
報
告

す
る
こ
と
と
な
る
。

　
報
告
を
受
け
た
市
長
は
、

任
命
権
者
か
ら
の
報
告
を
取

り
ま
と
め
、
条
例
、
及
び
総

務
省
か
ら
示
さ
れ
た
公
表
モ

デ
ル
に
基
づ
き
、
三
原
市
職

員
総
体
と
し
て
の
状
況
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す

る
こ
と
に
な
る
。

【
採　
決
】

　
採
決
の
結
果
、
議
第
46
号

に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ

て
、
ま
た
残
余
の
５
件
に
つ

い
て
は
、
全
員
一
致
、
提
案

理
由
を
了
と
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

３
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
52
号
「
三
原
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
勤
労
青
少
年
福
祉

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
三

原
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
内
の

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
廃
止

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は

今
後
多
目
的
エ
リ
ア
と
し
て

貸
し
出
さ
れ
る
が
、
現
在
の

利
用
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
。

答
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

教
養
講
座
で
人
気
の
あ
る
３

講
座
に
つ
い
て
は
、
当
面
40

歳
ま
で
の
青
年
層
に
限
定
し

た
形
で
生
涯
学
習
講
座
と
し

て
継
続
し
、
そ
の
他
の
講
座

に
つ
い
て
も
体
験
講
座
と
し

単
発
で
開
催
し
て
受
講
者
の

反
応
を
見
な
が
ら
継
続
講
座

と
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

議
第
54
号
「
三
原
市
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指

定
に
関
す
る
事
項
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
置

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
者

に
対
し
て
、
利
用
者
や
地
域

住
民
の
代
表
等
で
構
成
す
る

運
営
推
進
会
議
を
設
置
し
、

お
お
む
ね
６
月
に
１
回
以
上

の
開
催
を
義
務
付
け
る
規
定

を
追
加
す
る
ほ
か
、
介
護
保

険
法
の
規
定
を
引
用
す
る
条

項
の
整
理
を
行
う
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
今
回
の
条
例
改
正
の
意

味
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
義
務
付
け
が

な
か
っ
た
認
知
症
対
応
型
の

通
所
介
護
及
び
介
護
予
防
認

知
症
対
応
型
の
通
所
介
護
に

つ
い
て
も
事
業
所
運
営
の
透

明
性
を
高
め
、
介
護
の
質
を

確
保
す
る
た
め
運
営
推
進
会

議
の
開
催
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。

議
第
69
号
「
三
原
市
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」

【
要
旨
】
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
小
規
模
保
育
事
業
所
及

び
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の

職
員
の
資
格
要
件
及
び
保
育

士
配
置
要
件
を
一
部
緩
和
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
市
長
が
認
め
る
者
を

も
っ
て
保
育
士
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
が
、
基
準
は
。

答
国
が
示
し
て
い
る
の

は
、
保
育
所
に
お
い
て
お
お

む
ね
１
年
以
上
の
常
勤
で
の

勤
務
経
験
を
有
す
る
者
、
ま

た
は
子
育
て
支
援
員
研
修
を

受
け
た
者
と
し
て
い
る
の

で
、
本
市
も
国
の
例
に
よ
り

運
用
し
た
い
。

【
採　
決
】

　
議
第
69
号
に
つ
い
て
は
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

を
も
っ
て
、
ま
た
議
第
52
号

ほ
か
４
件
に
つ
い
て
は
、
全

員
一
致
、
提
案
理
由
を
了
と

し
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会
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平成28年６月定例会
開催予定

（平成28年３月23日現在）

３
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
57
号
「
三
原
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運

営
等
に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
」

【
要
旨
】
消
費
者
安
全
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
、
運
営

等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
今
後
の
消
費
生
活
相
談

員
の
配
置
に
つ
い
て
は
。

答
現
在
、
本
市
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
は
、
２
名
の

「
有
資
格
者
」
と
１
名
の

「
有
識
者
」
の
３
名
で
運
営

し
て
い
る
。
本
条
例
制
定
に

よ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
は
、
基
本
的
に

「
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試

験
」
に
合
格
し
た
「
有
資
格

者
」
で
運
用
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
現
在
の
２
名
の

「
有
資
格
者
」
は
、
新
制
度

に
お
い
て
も
同
様
に
位
置
づ

け
ら
れ
、ま
た
、「
有
識
者
」

に
つ
い
て
も
、「
有
資
格
者

と
同
等
の
知
識
及
び
技
術
を

有
す
る
者
と
市
長
が
認
め
た

者
」
と
し
て
、
配
置
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、「
無
資
格
者
」
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

積
極
的
に
容
認
し
て
い
く
わ

け
で
は
な
い
が
、
生
活
相
談

員
の
応
募
が
少
な
い
状
況
も

あ
り
、
有
識
者
と
認
め
ら
れ

る
条
件
等
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
第
58
号
「
三
原
市
工
場
等

立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
市
内
に
工
場
等
を

新
設
し
、
ま
た
は
増
設
す
る

事
業
者
に
対
す
る
奨
励
措
置

の
う
ち
、
雇
用
奨
励
金
を
拡

充
し
、
雇
用
機
会
の
増
大
及

び
中
山
間
地
域
の
産
業
振
興

を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
市
内
５
つ
の
県
営
工
業

団
地
に
立
地
す
る
企
業
に
雇

用
さ
れ
て
い
る
従
業
員
数
及

び
市
内
居
住
の
状
況
は
。

答
平
成
27
年
12
月
現
在
、

パ
ー
ト
従
業
員
等
を
含
め
、

従
業
員
数
は
３
２
４
０
名

で
、
そ
の
う
ち
市
内
居
住
者

は
、
２
１
０
８
名
で
あ
り
、

市
内
居
住
率
は
約
65
％
で
あ

る
。

問
久
井
工
業
団
地
の
市
内

居
住
率
が
約
35
％
と
な
っ
て

い
る
原
因
は
。

答
近
隣
の
世
羅
町
や
御
調

町
（
尾
道
市
）
に
居
住
す
る

従
業
員
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
事
業
者
か
ら
は
、「
中

山
間
地
域
で
の
雇
用
確
保
は

大
変
厳
し
く
、
人
集
め
に
苦

労
し
て
い
る
。
本
制
度
を
活

用
し
て
市
内
居
住
者
の
雇
用

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
の
意
向
も
伺
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
、
市
内
居
住
者

の
雇
用
を
後
押
し
し
て
い
き

た
い
。

【
採　
決
】

　
こ
の
ほ
か
３
件
の
条
例
の

一
部
改
正
、
２
件
の
条
例
廃

止
、
５
件
の
市
道
路
線
の
廃

止
及
び
認
定
の
10
件
に
つ
い

て
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会

消費生活センター（市役所本庁５階）

月 日 曜 開会予定時刻 会　　　　　議

６ ６ 月

10時〜

本会議　開会

９ 木 本会議　一般質問

10 金 本会議　一般質問

13 月 常任委員会（総務財務委員会）

14 火 常任委員会（厚生文教委員会）

15 水 常任委員会（経済建設委員会）

16 木 補正予算特別委員会

20 月 14時〜 本会議　閉会

市議会の傍聴に
おいでください

　三原市議会の本会議とすべての委員会などが傍聴でき
ます。
　傍聴をする際、事前の申し込みは必要ありません。当
日に、議会棟２階にあります議会事務局において簡単な
手続きを行うだけで傍聴ができます。
　本会議などの予定は、三原市議会ホームページに掲載
しています。
　議会の活動や市政の方向を知るためにも、ぜひ傍聴に
おいでください。


